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ＤＢＪ健康経営格付の概要とこれまで ～中長期的な企業成長を支える健康経営～

Section 1
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ＤＢＪ評価認証型融資体系と意義

ＤＢＪ評価認証型融資

健康経営格付
（人的生産性リスク）

BCM格付
（事業継続リスク）

環境格付
（環境リスク）

DBJ評価認証型融資制度

 社会や顧客の課題解決、顧客の内部管理の高度化・CSR面のPRサポートを通じた価値向上

 財務情報のみならず、非財務情報を積極的に取り込むことで、企業価値をより適切に評価する

責任ある金融
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ＤＢＪ評価認証型融資 実績

2018.3末
累計
実績

環境
格付

BCM
格付

健康経営
格付

合計

累計
件数

623件 314件 137件 1,074件

累計
金額

1兆3,026億円 3,956億円 1,550億円 1兆8,534億円

 ご取得企業様（一例）
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健康経営とは

 従業員の健康増進を重視し、健康管理を経営課題として捉え、 その実践を図ることで従業員の健康の維持・増進と会社の生産性向
上を目指す経営手法

※当該概念は、米国の臨床心理学者ロバート・H・ローゼンが1980年代“ Healthy Company ”という概念を提唱したことが始まりと言われている。

個人レベル

 職場環境の改善・従業員の満足度向上

 労働災害におけるリスク管理

 医療費負担の減少

企業レベル

 企業の生産性向上・業務効率化

 CSRの強化

 優秀な人材の確保

 企業、健保の財政・収支改善

従業員の健康増進



6

日本人の死因

健康経営の必要性①（リスクマネジメント）

②メンタルヘルスリスク対策①生活習慣病対策

悪性新生物, 
28.90%

心疾患・脳血管

疾患, 24.50%

肺炎, 9.40%
老衰, 5.90%

不慮の事故, 
3.10%

自殺, 1.90%

腎不全, 1.90%

慢性閉塞性肺

疾患, 1.30%
その他, 23.10%

 精神障害を起因とする労災件数は年々増加

 平27/12より改正労働安全衛生法が施行され、従業員50人
以上の事業所によるメンタル検査が義務化

 日本人の死因は「がん（悪性新生物）」につづいて「心疾患・
脳血管疾患」が3割弱

 会社勤めの人が職場において多くの時間を費やしている状
況を考えると、職場における生活習慣病対策は重要

 平20/4特定健診制度(※)の導入により、時系列での定量
データ把握が可能に

※40歳以上を対象としたメタボリックシンドローム(内臓脂肪症候群）に
着目した健康診査（特定健康診査）

出典：厚生労働省「平成28年度 脳・心臓疾患および精神障害などの労災補償状況まとめ」

リスクマネジメントの観点からも健康経営は重要に

出典：厚生労働省 平成26年人口動態統計
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熟練経験者の活用⇔ 健康リスクの増加

生産年齢人口の減少

従業員の重要性向上

高齢者雇用機会の拡大

新規・中途採用の重要性大

労働生産性の向上

cf. ※プレゼンティーイズム VS アブセンティーイズム

メンタルヘルスリスク対策

企業間の人材獲得競争の激化

働きやすい制度の拡充

女性の社会進出の促進

※プレゼンティーイズム ：出勤しているにも関わらず、心身の健康上の問題によ
り、充分にパフォーマンスが上がらない状態
アブセンティーイズム：欠勤や休職、あるいは遅刻早退など、職場にいることが
できず、業務に就けない状態

健康経営の必要性②（良質な労働力確保の観点）
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融
資

健康スクリーニングにより企業の健康経営の取り組み度合いを評点化し、これを融資条件に反映さ
せる世界で初めての融資メニュー（2012年3月からスタート）

 ｢健康管理｣｢健康経営Ⅰ(運営全般)｣｢健康経営Ⅱ(実施事項)｣の3分野

通常の企業審査と並行して、健康スクリーニングを実施

ＤＢＪ健康経営格付融資 商品設計

健
康
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施

ランクＡ
（特別金利Ⅱ）

ランクＣ
（一般金利）

ランクＢ
（特別金利Ⅰ）

従業員の健康配慮への取り組みが特に優れていると認められる企業

従業員の健康配慮への取り組みが十分と認められる企業

従業員の健康配慮への取り組みが優れていると認められる企業

対象外

「第1回健康寿命をのばそう！アワード」
厚生労働省健康局長優良賞 受賞
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◆身体的健康

◆メンタル

ヘルス

◆生活習慣

◆働きやすさ

◆働きがい

◆業務効率
改善

DBJ健康経営格付のアプローチ

健康管理
（労働安全衛生、労務管理、健康診断、
ストレスチェック、コンプライアンス）

健康面のアプローチ 働き方のアプローチ

経営と一体となった健康経営の推進
⇒ 企業価値向上

（健康貢献製品サービス等含む）

生産性向上
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DBJ健康経営格付評価項目

スクリーニングシート概要 2018FY

分野 評価項目

健康管理

A 労働安全衛生

B 労務管理

C 健康診断

D ストレスチェック

E コンプライアンス

健康経営Ⅰ
（運営全般）

F 「健康経営」に取り組むマネジメント体制の構築

G 従業員の健康に関する状況・特性の分析・把握

H 「健康経営」に関する目標・計画の設定

I 情報開示

健康経営Ⅱ
（実施事項）

J 生活習慣病対策

K メンタルヘルス対策

L 働きやすく・働きがいのある職場づくり

M 健康に配慮した製品・サービス

N 総合評価

 「健康管理」、「健康経営Ⅰ（運営全般）」、
「健康経営Ⅱ（実施事項）」の3分野から定性・定量評価

 約110問（全業種共通）、100点満点

 評価内容は、外部有識者のアドバイスを得ながら、毎年改
良作業を実施

 評価の特徴

 対話型（ヒアリングに基づく評価内容確認）＋エビデンス主義

 面談でフィードバックを通じた取組の高度化サポート

氏名 所属

小松原 祐介 氏 健康保険組合連合会 保健部長

土肥 誠太郎 氏
三井化学株式会社 本社健康管理室長
統括産業医

平井 孝幸 氏
株式会社ディー・エヌ・エー CHO室室長代理
株式会社EggStellar 代表取締役

古井 祐司 氏
東京大学政策ビジョン研究センター
健康経営研究ユニット特任教授
内閣府経済財政諮問会議専門委員
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健康経営格付評点の得点率（％） ：中項目

貴社評価 2015年度平均
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ＤＢＪ健康経営格付融資 ご評価結果のフィードバック

 健康格付実施後、評価の詳細についてフィードバックを通じて対話を実施し、健康経営の取組の高度化をサポートしています。

フィードバック資料（例）

得点率（%）
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健康経営の可能性と課題 ～健康経営の広がりから定着に向けて～

Section 2
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社員の幸福
従業員満足度
働きがいの向上

優秀な人材確保
（従業員の定着
リクルーティング）

生産性向上
企業価値向上

安全強化
リスク低減

ＣＳＲの強化

等

健康経営の目的やゴールは、企業によっても、また企業の中でも立場によって様々
⇔経営陣と現場の推進者と従業員との共通理解をどのように深めていけるかが課題

健康経営の目的とは？ゴールとは？

健康経営は、政府の成長戦略への位置づけや東証・経済産業省等による健康経営銘柄、ホワイト500等
の認証制度の後押しもあり、急速に広まっている一方、課題もある

一口に「健康経営」といっても・・・
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健康経営の可能性と課題 ～ＥＳＧ投資の高まりから見える健康経営～

Section 3
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企業価値に対する視点の変化

出典：Ocean Tomo,LLC HP「 Annual Study of Intangible Asset Market Value from Ocean 
Tomo, LLC 」

（Ｓ＆Ｐ５００ 企業価値の分析）

（有形資産） （無形資産）
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短期目線から長期目線へ

短期目線

財務パフォーマンス

短期的に収益向上を図ることに固執
するあまり、様々なひずみが発生

非財務パフォーマンス

不祥事
環境汚染

ブラック企業等

 金融危機を契機に、過度のショートターミズム（短期主義）が投資家、企業双方にも
たらす弊害に対する認識が拡大。投資家にとって、企業の長期的な成長にコミットす
るために必要な情報として、また、企業にとって、こうした長期投資家を惹きつけるた
めに重要な側面として、非財務情報（ESG情報）が位置づけられつつある。

長期目線
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 非財務情報に関する「重要度」については、「ダイバーシティ（女性管理職比率
等）」「健康経営の推進」「従業員エンゲージメント（従業員満足度調査指標等）」
など、社内人材マネジメントに関連する項目の重要度が高まっている。

 一方で、「KPI」の有無と実践状況をみると、「ダイバーシティ（女性管理職比率
等）」「環境負荷」「経営品質」では2割以上の企業がアクションを推進しているも
のの、全体的には実践度合いは低調となった。

出典：一般社団法人日本能率協会 「日本企業の経営課題2017」

非財務情報としての「健康経営」の重要性の高まり
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～ＥＳＧ投資の高まりから見える健康経営の課題～

 ESG投資の高まりの中で企業は長期視点での持続可能な成長戦略の策定が
求められている

 健康経営は、企業価値の多数の構成要因の一要素であり、企業の価値創造ス
トーリー・成長戦略への健康経営の組みこみが重要

①各企業の持続可能な成長戦略にどのように位置づけられるのか、経営層を含めて企
業内で協議し、共通理解を形成

②自社のビジョン・ゴールの進捗を測る効果的な指標（KPI）の設定
③ 自社の価値創造ストーリーに繋がるステークホルダーに向けた戦略的な情報開示

 各社の健康経営のゴールやKPIは様々であるものの、各社の創造性や取組を
尊重しながら、健康経営の効果を測る指標のパターン化・見える化を促進
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健康経営の可能性と課題 ～地域・中小企業への裾野の拡大に向けて～

Section 4
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～地域・中堅中小企業への裾野の拡大に向けて～

 日本全体の健康経営の促進を図る上で、就労者数の大半を占める中堅中小
企業や地域への健康経営の裾野の拡大が課題である

 足下では、地域の意識の高い中堅企業を中心に健康経営の取組が広まりつつ
ある

 一方、中堅中小企業が健康経営を進める上でボトルネックとなるのが、健康
データのインフラの脆弱性

 地域への健康経営にかかる民間サービスの拡充や大企業を中心とする健康
経営施策の効果的な取組の情報等を共有する仕組みづくりが求められる
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～まとめ～

 健康経営の広まりを定着に繋げるためには、各社ごとの健康経営の意義の明
確化が重要

 非財務情報の中での健康経営に対する注目度が高まっており、自社の価値創
造を意識しつつ、経営戦略への組み込みが重要

 日本全体の健康経営の促進を図る上で、地域・中堅中小企業への健康経営の
裾野の拡大が重要
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